
非ひ

結け
っ
核か
く
性せ
い
抗こ
う
酸さ
ん
菌き
ん
症し
ょ
う

非
結
核
性
抗
酸
菌
症
と
は
？

「
抗
酸
菌
」
と
い
う
病
原
体
の
中
で
、
結
核
以
外

の
菌
を
非
結
核
性
抗
酸
菌
と
呼
び
ま
す
。
人
に
感
染

し
て
病
気
を
起
こ
す
の
は
20
菌
種
あ
ま
り
で
、
そ
の

う
ち
ア
ビ
ウ
ム
菌
お
よ
び
イ
ン
ト
ラ
セ
ル
ラ
ー
レ
菌

が
全
体
の
8
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
結
核
の
よ

う
に
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
土
壌
や
水
ま
わ
り
な
ど
生
活
環
境
に
お
い
て

広
く
存
在
し
、
知
ら
ぬ
間
に
吸
引
し
て
肺
に
感
染
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発
病
の
し
や
す
さ
に

遺
伝
的
要
因
が
関
わ
る
と
の
研
究
報
告
も
あ
り
ま
す

が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

従
来
は
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（CO

PD

）
や
気

管
支
拡
張
症
、
肺
結
核
後
遺
症
な
ど
、
も
と
も
と
肺

の
病
気
を
も
っ
て
い
る
人
に
発
症
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
健
康
な
中
高
年
女
性
で

こ
の
病
気
を
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
０
７
年
の
統
計
で
は
年
間
10
万
人
に
約
6
人

程
度
の
発
症
で
し
た
が
、
２
０
１
４
年
の
全
国
調
査

で
は
14.7
人
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
症
状
が
で
ま
す
か
？

発
症
初
期
は
無
症
状
の
こ
と
が
多
く
、
健
康
診
断

の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
異
常
で
発
見
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
比
較
的
毒
力
が
弱
く
、
ほ
と
ん
ど
悪
化
し

な
い
方
も
み
え
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
数
年
か
け
て

ゆ
っ
く
り
進
行
し
、
咳
、
痰
、
血
痰
な
ど
の
呼
吸
器

症
状
や
、
微
熱
、
体
の
だ
る
さ
、
体
重
減
少
と
い
っ

た
全
身
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
長
引
く
炎
症
で
肺

の
構
造
が
壊
さ
れ
る
と
喀
血
を
起
こ
し
た
り
、
呼
吸

不
全
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
診
断
し
ま
す
か
？

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
で
の
特
徴
的
な
影
が
診
断

の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。痰
の
検
査
を
複
数
回
行
い
、

２
回
以
上
こ
の
菌
が
培
養
さ
れ
た
場
合
に
診
断
確
定
と

な
り
ま
す
。
症
状
が
乏
し
く
、
痰
が
出
な
い
方
に
は
、

気
管
支
内
視
鏡
を
用
い
て
気
道
分
泌
液
を
採
取
し
、
菌

の
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
治
療
し
ま
す
か
？

無
症
状
か
つ
画
像
所
見
の
軽
い
方
は
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
や
Ｃ
Ｔ
で
経
過
観
察
し
ま
す
。
肺
の
構
造
破
壊
に

よ
る
症
状
が
み
ら
れ
た
り
、
喀
痰
に
多
量
の
菌
が
含

ま
れ
る
場
合
は
、
薬
物
療
法
の
適
応
で
す
。
標
準
治

療
は
、
ク
ラ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
と
い
う
抗
菌
薬
と
、

結
核
で
も
使
用
す
る
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
、
エ
サ
ン
ブ

ト
ー
ル
の
合
計
３
種
類
の
内
服
で
、
副
作
用
に
注
意

し
な
が
ら
1
年
以
上
継
続
し
ま
す
。
進
行
度
に
も
よ

り
ま
す
が
、
治
療
に
よ
り
喀
痰
か
ら
菌
が
検
出
さ
れ

な
く
な
る
の
は
6
割
程
度
で
、
治
療
終
了
後
に
再
発

し
て
し
ま
う
方
も
お
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で

は
確
実
な
治
療
法
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

ご
高
齢
の
方
で
は
咳
止
め
な
ど
対
症
療
法
の
み
で
様

子
を
み
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
体
力
や
呼
吸
機
能
に
余
裕
の
あ
る
若
い
方

で
、
主
な
病
巣
が
肺
の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
場
合

は
、
薬
物
療
法
に
加
え
て
外
科
手
術
を
お
勧
め
し
ま

す
。
症
状
や
進
行
度
、
年
齢
、
効
果
と
副
作
用
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
を
ふ
ま
え
て
治
療
を
ご
提
案
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
の
病
気
で
お
悩
み
の
方
は
是
非
当
院

で
ご
相
談
下
さ
い
。

医
局
長
兼
呼
吸
器
内
科
部
長
医
師

兼
地
域
連
携
室
長

小
島　
英
嗣

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
肺
へ
の
感
染
症

健
康
通
信

〜
小
牧
市
民
病
院
よ
り
〜

　
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
76
・４
１
３
１
）

平
成
28
年
度
４
月
１
日
採
用

市
民
病
院
職
員

◆
言
語
聴
覚
士

人
員　
１
人
程
度

受
験
資
格　
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
平
成
28
年
３
月
言
語
聴
覚
士
資
格
取
得
見
込

者
ま
た
は
資
格
取
得
者

一
次
試
験　
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

適
性
検
査
・
作
文
、
教
養
試
験
（
択
一
式
）、
専

門
試
験 

二
次
試
験　
　
１
月
下
旬
に
面
接

と
こ
ろ　
小
牧
市
民
病
院
８
階
講
堂

申
込
み　
12
月
22
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）、
卒
業
証
明
書
又
は
卒
業
見
込
証
明
書
、

資
格
免
許
証
の
写
し
（
取
得
者
の
み
）
を
郵
送
ま

た
は
直
接
病
院
総
務
課

市
民
病
院
臨
時
職
員

◆
看
護
補
助
業
務

勤
務
開
始
日　
平
成
28
年
１
月
５
日
㈪

勤
務　
原
則
週
５
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
含
む

対
象　
①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
（
介
護
職
員
初
任

者
研
修
）
取
得
者

　
　
　

②
経
験
・
資
格
不
問
（
看
護
助
手
や
介
護
業

務
経
験
の
あ
る
方
歓
迎
）

人
員　
２
人
程
度

時
給　
①
１
、０
２
０
円
（
土
・
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
１
、０
７
０
円
）

　
　
　

②
９
２
０
円
（
土
・
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

９
６
０
円
）

申
込
み　
11
月
30
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
、履
歴
書（
写

真
貼
付
）、
資
格
免
許
証
（
写
し
）
を
郵
送
ま
た

は
直
接
病
院
総
務
課

※
後
日
面
接
予
定

 information

お
知
ら
せ

職
員
募
集
の
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